
　
特
集
・
検
査
機
器
の
可
能
性

グレーチング
のダイクレ

キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ
Ｊ
の
非
接
触
測
長
計
導
入

生
産
工
程
の
課
題
解
決

フォトロン

ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
器
試
験
に
参
画

高
感
度
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
サ
ポ
ー
ト

ラ
イ
ン
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
促
進

数
千
万
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
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フ
ォ
ト
ロ
ン
（
瀧
水
隆
社
長
）
　
は
先
ご
ろ
、
北
海
道
大
樹
町
の
宇
宙
港
「
北
海
道

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
」
内
で
行
わ
れ
た
小
型
人
工
衛
星
打
上
げ
ロ
ケ
ッ

ト
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
エ
ン
ジ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
コ
ス
モ
ス
）
に
お
け
る
燃
焼
器
単
体
試
験

の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
お
よ
び
赤
外
線
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
に
よ
る
可
視
化
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。２
０
２
４
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
も
出
展
を
予
定
し
て
お
り
、

燃
焼
挙
動
を
高
感
度
か
つ
鮮
明
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。

山下課長

　
検
査
・
計
測
装
置
は
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
タ
ン
ク
や

配
管
な
ど
の
内
部
探
査
だ
け
で
な
く
、
製
造
業
の
生
産

性
向
上
に
お
い
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
キ
ヤ
ノ

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
港
区
）
の

「
非
接
触
測
長
計
」
を
導
入
し
た
大
手
グ
レ
ー
チ
ン
グ

メ
ー
カ
ー
に
導
入
の
経
緯
や
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

Ｐ
Ｄ
―
７
０
４
で
課
題
解
決

Ｄ
グ
リ
ッ
プ
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る

高感度ハイスピードカメラ（左）と赤
外線ハイスピードカメラ（右）

ハイスピードカメラの画像（左が高感
度、右が高感度）

　
今
回
の
試
験
は
、
宇
宙
の

総
合
イ
ン
フ
ラ
会
社
、
イ
ン

タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ

（
稲
川
貴
大
社
長
）
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
み
ん
な
の
ロ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
」が
進
め
て
い
る
。

　
試
験
で
は
家
畜
ふ
ん
尿
由

来
の
液
化
バ
イ
オ
メ
タ
ン
を

燃
料
と
し
た
燃
焼
試
験
に
お

い
て
燃
焼
挙
動
の
可
視
化
を

高
感
度
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ

ラ
で
燃
焼
挙
動
１
０
０
０
ｆ

ｐ
ｓ
（
フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト
＝

１
秒
間
の
動
画
が
何
枚
の
画
像
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を

示
す
単
位
）で
実
現
さ
せ
た
。
　
試
験
で
は
赤
外
線
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
で
温
度
計
測

を
行
い
、
今
後
の
開
発
に

必
要
な
温
度
分
布
デ
ー
タ

を
取
得
。
こ
の
ハ
イ
ス
ピ

ー
ド
カ
メ
ラ
は
溶
接
の
可

視
化
に
も
対
応
し
、
「
強

い
ア
ー
ク
光
の
中
の
溶
融

池
が
見
た
い
」
「
溶
接
の

一
部
分
だ
け
で
な
く
全
体

を
連
続
的
に
観
察
し
た

い
」
「
溶
接
波
形
と
溶
融

状
態
の
関
連
性
を
観
察
し

た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
要

望
に
対
し
て
も
ア
ー
ク
光

を
除
去
す
る
特
殊
な
光
学

フ
ィ
ル
タ
ー
を
用
い
る
こ

と
で
ク
リ
ア
な
映
像
を
提

供
す
る
。

　
溶
接
の
種
類
や
ス
ロ
ー
で

見
た
い
箇
所
（
溶
滴
の
移
行

状
態
、
溶
融
池
、
ス
パ
ッ
タ

な
ど
）
に
対
応
し
た
フ
ィ
ル

タ
ー
や
レ
ン
ズ
も
提
案
し
て

い
る
。

　
撮
影
の
難
し
い
炭
酸
ガ
ス

溶
接
や
プ
ラ
ズ
マ
溶
接
の
可

視
化
も
可
能
で
、
波
形
測
定

器
オ
プ
シ
ョ
ン
装
着
に
よ

り
、
カ
メ
ラ
と
波
形
測
定
器

を
同
期
さ
せ
、
ス
ロ
ー
動
画

と
電
圧
・
電
流
を
同
時
取
得

し
、
一
瞬
の
現
象
理
解
に
も

役
立
つ
と
い
う
。

　
ま
た
、
小
型
カ
メ
ラ
ヘ
ッ

ド
を
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
取

り
付
け
れ
ば
溶
接
の
「
動
的

可
視
化
」
も
可
能
で
、
同
社

の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ

「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｍ
　
Ｍ
Ｈ

６
」
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

超
小
型
カ
メ
ラ
ヘ
ッ
ド
を
溶

接
ト
ー
チ
に
取
り
付
け
て
近

距
離
で
撮
影
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
フ
ォ
ト
ロ
ン
は
２
０
２
４

国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ

ー
に
も
出
展
を
予
定
し
て
お

り
、
家
畜
ふ
ん
尿
か
ら
製
造

し
た
液
化
バ
イ
オ
メ
タ
ン
を

燃
料
と
し
た
燃
焼
試
験
に
お

い
て
、
燃
焼
挙
動
の
可
視
化

を
高
感
度
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ

メ
ラ
で
の
観
察
に
成
功
。
メ

タ
ン
燃
焼
の
ブ
ル
ー
フ
レ
ー

ム
や
シ
ョ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
が
綺
麗
に
観
察
で
き
た
と

し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　
ダ
イ
ク
レ
（
山
本
貴
代
表

取
締
役
社
長
、広
島
県
呉
市
）

は
、
国
内
最
大
の
グ
レ
ー
チ

ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ス

テ
ン
レ
ス
や
ス
チ
ー
ル
製
の

グ
レ
ー
チ
ン
グ
、
ガ
ラ
ス
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
つ

く
ら
れ
た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
グ
レ
ー
チ

ン
グ
な
ど
の
製
造
を
手
掛
け

て
い
る
。

　
国
内
の
製
造
拠
点
９
カ
所

と
営
業
拠
点

カ
所
、
ま
た

海
外
に
お
い
て
は
２
０
１
１

年
か
ら
主
に
ア
ジ
ア
圏
に
向

け
た
需
要
に
対
応
す
る
た
め

に
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立

し
た
。

　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
製
造
に
お

い
て
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る

ダ
イ
ク
レ
だ
が
、
こ
れ
ま
で

生
産
ラ
イ
ン
に
お
け
る
課
題

も
抱
え
て
い
た
。

　
同
社
が
生
産
す
る
グ
レ
ー

チ
ン
グ
の
主
要
部
材
表
面
に

は
歩
行
者
が
安
全
に
歩
く
た

め
の
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
加
工
と

し
て
、
通
称
「
Ｄ
グ
リ
ッ
プ

模
様
」
が
施
し
て
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
摩
擦
を
増
や
し
、

す
べ
り
防
止
機
能
を
向
上
さ

せ
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
を

提
供
す
る
。

　
製
造
工
程
に
お
い
て
は
、

材
料
の
進
行
方
向
先
に
こ
の

Ｄ
グ
リ
ッ
プ
模
様
を
設
け
る

た
め
の
加
工
用
部
品（
刃
物
）

を
配
置
し
て
い
る
。
ダ
イ
ク

レ
で
は
、
材
料
搬
送
の
工
程

で
従
来
、
移
動
量
を
タ
イ
マ

ー
（
時
間
）
で
制
御
し
て
い

た
が
、
板
厚
や
材
料
の
高
さ

な
ど
に
よ
っ
て
実
移
動
量
と

の
誤
差
が
生
じ
て
い
た
。
ま

た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
加
工
用

部
品
（
刃
物
）
の
欠
損
な
ど

も
発
生
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
製
造
時
の
課
題

を
解
決
し
た
の
が
、
キ
ヤ
ノ

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
（
キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ
Ｊ
）
が
販

売
す
る
非
接
触
測
長
計
「
Ｐ

Ｄ
―
７
０
４
」
だ
。
こ
の
製

品
は
、
対
象
物
の
面
内
方
向

の
移
動
量
や
速
度
を
高
精
度

に
測
定
で
き
る
特
徴
を
持
つ
。

　
生
産
ラ
イ
ン
に
搬
送
さ
れ

る
部
品
や
材
料
の
送
り
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
し
、
ラ

イ
ン
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
促
進
す

る
。

　
ダ
イ
ク
レ
で
は
、
こ
れ
ま

で
材
料
の
搬
送
を
タ
イ
マ
ー

（
時
間
）
で
制
御
し
て
い
た

が
、不
定
期
で
滑
り
が
あ
り
、

測
定
誤
差
が
発
生
し
て
い
た
。

　
接
触
式
の
計
測
器
で
は
滑

り
の
懸
念
が
払
し
ょ
く
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
非
接
触
方

式
に
よ
る
計
測
機
器
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ

Ｊ
の
Ｐ
Ｄ
―
７
０
４
に
た
ど

り
着
い
た
。

　
技
術
本
部
設
備
部
設
備
課

の
山
下
剛
司
課
長
は
「
Ｐ
Ｄ

―
７
０
４
は

年
秋
ご
ろ
に

試
験
的
に
導
入
し
、
満
足
の

い
く
高
い
効
果
が
得
ら
れ

た
。
こ
れ
ま
で
タ
イ
マ
ー
制

御
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で

い
た
が
、
㍉
単
位
に
よ
る
距

離
計
と
な
っ
た
こ
と
で
イ
メ

ー
ジ
通
り
の
成
果
を
得
ら
れ

た
」
と
導
入
の
経
緯
に
つ
い

て
語
る
。

　
導
入
後
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
加
工
用
部
品
（
刃
物
）

の
寿
命
を
お
よ
そ
２
倍
超
に

ま
で
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
、
金
額
に
し
て
数
千
万
円

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
吉
田
真
教
係
長
も
「
導
入

に
よ
り
、
実
際
の
ワ
ー
ク
移

動
距
離
で
制
御
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

刃
物
の
破
損
な
ど
も
な
く
な

り
、
現
場
作
業
者
の
負
担
軽

減
、
ひ
い
て
は
歩
留
ま
り
率

の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　
キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ
Ｊ
で
は
引
き

続
き
、
非
接
触
測
長
計
に
よ

る
「
送
り
量
の
見
え
る
化
」

を
通
し
た
品
質
の
安
定
化
と

生
産
効
率
の
向
上
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。


